
薬剤師研修・認定電子シ
ステム（PECS)について
（その１） ー概要ー

令和２年12月24日
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今回の説明項目

電子化の方針

薬剤師研修・認定システム（PECS）の概要

使用可能なブラウザ

１．認定対象となる研修（種類、受講管理、受講申込み）

２．薬剤師関連事項（PECS登録、集合研修等受講、認定申請）

３．研修実施機関関連事項（研修実施機関になることのできる

団体、研修実施機関の種別、研修実施機関の前提条件、研

修実施機関登録・方法、研修会等の開催申請・実施）

今後の予定
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電子化の方針

本日の説明は、PECSのすべてを網羅しているわけではありません。

また、今後変更になることがあります。
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電子化の方針（１）

現在の仕組みがそのまま電子化さ
れるわけではない

レアケースの対応

人手での処理は可能

システムでは困難
4



電子化の方針（２）

電子化の際はできるだけシンプ
ルなシステムにする必要がある

↓

これまでの方式に立脚しつつも、
新しい方式となると捉えていた
だきたい
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電子化の方針（３）

日本薬剤師研修センターが直接、
受付・処理・送付

ユーザ情報の安全性確保のため、
ユーザID（PECSのアクセス権）
を厳重管理
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電子化の方針（４）

研修受講管理、認定申請などすべての手続き
は、薬剤師研修・認定電子システム（PECS)
を使用する（一部に過渡的な文書使用あり）

認定薬剤師証は従来どおり書面

認定薬剤師カードも従来どおり
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電子化の方針（５）
電子化に伴い、

研修受講シールの廃止
過渡的措置：電子化本稼働以前に交付された研修受講シール

は認定申請に用いることができる

薬剤師研修手帳の廃止
過渡的措置で申請に用いられる研修受講シールは、薬剤師研

修手帳に貼付して使用（薬剤師研修手帳の廃止に伴う措置は検
討中） 8



電子化の方針（６）

現在支援システムに登録している薬剤師も改めて
PECS登録が必要

PECSは新たなシステムであることから、改めて
ユーザIDを交付

現在の登録データは基本的にPECSに移行しない

（認定状況は移行する）

研修実施機関も、薬剤師と同様に、改めて登録
（申請）が必要（新たなユーザIDが交付される）
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電子化の方針（７）

PECS登録した薬剤師の電子化後の受講状況は、
本人がPECSで確認可能

ユーザIDとパスワードによりPECSにアクセス

集合研修受講・学術集会出席に必要なQRコー
ドはPECSにアクセスして入手
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薬剤師研修・認定電子
システム（PECS)の概要
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使用可能なブラウザ

Microsoft Edge

Google Chrome

Safari
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１．認定対象となる研修

従来の５種類→７種類

各研修の定義の明確化

単位付与基準の整理・明確化
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研修の種類（１）赤文字は現行のもの

１．集合研修

集合研修＋実習研修

通信講座研修は廃止

２．学術集会

集合研修から分離

３．ウエブ利用研修（コンテンツ型）

インターネット研修（集合研修）を整理

４．ウエブ利用研修（即時配信型）

集合研修から分離 14



研修の種類（２）赤文字は現行のもの

５．自己研修

自己研修＋グループ研修

６．学術集会等発表

発表者（新設）＋研修会講師

学術集会等（範囲指定）における発表者（新設）

７．学術雑誌論文掲載

筆頭執筆者として指定学術雑誌に論文掲載（新設）
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研修の受講管理方法
薬剤師 研修実施機関

１．集合研修 開始時・終了時にQR
コード（印刷して持
参）を読取り機にかざ
す

①読取り用ZIPファイル
をダウンロード（準備）
②読取り終了後、データ
をPECSにアップロード

２．学術集会

３．ウエブ利用研修
（コンテンツ型）

研修実施機関の定める
方法で、受講する

①受講開始・終了時を電
子的に記録（記録は一定
期間保存）
②記録に基づいて受講者
名簿を作成
③PECSにアップロード

４．ウエブ利用研修
（即時配信型）

５．自己研修 定められた方法により、
PECSを用いて薬剤師個
人が研修センターに申
請(１申請１単位）

６．学術集会等発表

７．学術雑誌論文掲載 16



研修会等の受講申込み

従来の方法を踏襲し、主催者の定める募集方法
により申込み

①研修センター主催

PECSにより申込み

②研修実施機関主催（集合研修、学術集会、ウ
エブ利用研修（コンテンツ型・即時配信型））

その研修実施機関の募集方法による
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２．薬剤師関連事項

PECS登録→ユーザID交付
（個人で厳重に管理）

集合研修等の受講時に使用するQR
コードの付与と使用

認定申請
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PECS登録（１）

研修会等の受講前に必須

→PECS登録しなければ、研修受

講単位の交付を受けられない

必要最低限の個人情報を登録
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PECS登録（２）

薬剤師個人の情報は薬剤師名簿登録番号で管理
PECS登録に当たっては番号の十分な確認が必要

PECSにアクセスするためのユーザIDの交付
（パスワードはPECS登録時に入力）

パスワードや登録した個人情報の変更は、PECSに
本人がアクセスして行う

20



PECS登録の方法（１）
登録申込

メールアドレスの入力→送信

画面はイメージです。実際とは異なります。 21



PECS登録の方法（２）
送られてきたメー

ル中のURLを開き、

PECS利用規約に同

意後、個人情報を

入力する（URLの

使用には期限があ

る）。内容確認後、

登録ボタンを押す

と登録される。
画面はイメージです。実際とは異なります。
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PECS登録の方法（３）

登録が行われると、画面は次のような
表示となり、登録完了メールが送信さ
れる（このメールにユーザIDが記載さ
れている）。

画面はイメージです。実際とは異なります。
23



集合研修等受講

QRコード：

研修会等（集合研修及び学術集
会）の受講に必須

PECS登録者（１つのユーザID）
ごとにQRコードを付与
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QRコード

PECS登録した薬剤師は、ユーザID及びパス
ワードによってPECSにアクセスし、
QRコードを取り出す（紙面に印刷して使用）

QRコードは

暗号化

画面はイメージです。実際とは異なります。 25



QRコードの使用
研修会等の受付時と終了時に、印刷したQR
コードを読取装置に提示し、読み取らせる
（集合研修、学術集会）

受講記録は電子データとして
PECSで管理

２回（受講受付時と受講終了後）の読取り
がなければ、受講したことにならない。
（受付時と終了後以外の読取りも無効） 26



画面はイメージです。実際とは異なります。

読取装置に接続したパーソナルコンピュータの画面（受講受付時）
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読取装置に接続したパーソナルコンピュータの画面（受講終了後）
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正常読取りの場合の表示
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読取りができなかった場合の表示
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認定申請

認定申請は、PECS画面上に示された研修
受講記録により手続き
（過渡的に、研修受講シールを貼付した
薬剤師研修手帳は別途送付）

審査結果は電子メールで通知
後日認定薬剤師証（書面）を送付
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３．研修実施機関関連事項

研修実施機関になることのできる団体
研修実施機関の種別
研修実施機関の前提条件
実施機関登録
研修会等の開催申請・実施
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非営利団体に限る

①国、②地方自治体、③独立行政法人（中略）、⑥大学薬
学部又は薬科大学、（中略）⑧学会（日本学術会議に登録
されているもので学会名鑑に掲載されているもの）

⑨公益社団・財団法人、一般社団・財団法人又は特定非営
利活動法人で、業務が薬学、薬事又は薬剤師に関わるもの

⑩協同組合で、業務が薬学、薬事又は薬剤師に関わるもの

⑪任意団体で、目的が、業務が薬学、薬事又は薬剤師に関
わるもの（代表者の実印を捺した代表者届及びその実印に
かかる印鑑証明書を提出した場合に限る。）

研修実施機関になることのできる団体
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研修実施機関の種別

①集合研修実施機関
②学術集会実施機関
③ウエブ利用研修（コンテンツ型）実施機関
④ウエブ利用研修（即時配信型）実施機関

注：①～④は、研修の種類の１～４に対応
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研修実施機関の前提条件①

（１）集合研修実施機関
（２）学術集会実施機関

出席時刻・退席時刻の登録データの送信等に
必要なパーソナルコンピューター（QRコード
読取装置と同じ台数）及び通信回線を有する
か又は随時利用できる状態にあること。
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研修実施機関の前提条件②

（３）ウエブ利用研修（コンテンツ型）実施機関

（４）ウエブ利用研修（即時配信型）実施機関

次のすべてを満たすこと。

ア インターネットにより画像及び音声を伝達できる設

備を有しているか又は常時使用できる権利を有してい

ること。

イ 受講者の受講開始及び終了を電子的に確認する手段

及びその記録を保存できる手段を有していること。

（つづく）
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各研修実施機関の前提条件②（つづき）

（３）ウエブ利用研修（コンテンツ型）実施機関

（４）ウエブ利用研修（即時配信型）実施機関

ウ 重複受講を検知できる電子的手段を有していること。

（コンテンツ型のみ）

エ 不正受講防止の電子的手段を有していること。

オ 受講者が不正を行った場合の対処方法を有していること。

カ 受講者データの提出に必要な設備を有していること。

キ 受講者データを本財団に提出したことを受講者に適切に通知

できること。
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研修実施機関登録（１）

登録申請

登録要件・必要書類の明確化を図る

登録申請はPECSによって行う

必要な要件の審査の綿密化

登録審査料徴収
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研修実施機関登録（２）

登録申請手続きは、実施機関の種別
（集合研修実施機関・・・）ごと

複数の種別の実施機関の申請を行う場
合は、１つの手続き終了後に、次の申
請を行う（システム設計の都合上）
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研修実施機関登録（３）
審査の結果、実施機関の要件を満たしていることが
認められれば登録

PECSにアクセスするためのユーザIDの交付

（パスワードは研修実施機関登録申請時に研修実施
機関（申請者）が入力）

パスワードや登録した研修実施機関情報の変更は、
PECSに研修実施機関の担当者がアクセスして行う
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研修実施機関登録（４）

実施機関登録の有効期間は５年間

複数種別の研修実施機関の登録の場合の
有効期間は、それぞれ５年間（別個に期
間設定）

更新申請可能
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研修実施機関登録の方法（１）

研修実施
機関の種
別などを
選び、
メールア
ドレスを
送信する。
このメー
ルアドレ
スは、研
修実施機
関が今後
の手続き
等に使用
するもの
となる。
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研修実施機関登録の方法（２）

送られてきたメール中のURLを開き、PECS利
用規約に同意後、団体情報を入力し、必要書類
を添付（PDF)する。併せて登録審査料の納付手
続きを行う。（URLの使用には期限がある）

内容確認後、申請ボタンを押す。

審査終了後、メールで結果を通知。登録した場
合は、ユーザIDの交付（通知メールに記載）。
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団体情報の
入力画面
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研修会等の開催申請

PECSにアクセスして行う（研修会等の１開催ごと）
内容を審査し、承認の可否をメールで通知
開催が承認されれば、開催可能

開催日を基準として申請期間を設定
開催申請審査料を設定
変更申請
申請期間、変更申請審査料、
変更できる範囲を規定
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研修会等の実施（１）

実施前に、PECSにアクセスし、読取用ZIPファ
イルをダウンロード（開始時用及び終了時用）
注：QRコード読取機に接続するパソコン１台ごとに必要

集合研修の場合
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研修会等の実施（２）

受講管理は、研修会等の受付時と終了時に受講
者の持参したQRコード(印刷）を読取装置で読取
り(オフライン)

本人確認については従来どおり実施機関が行う

読取実験結果：40人分で２分～２分半

→100人程度であれば読取装置１台で対応可能か
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研修会等の実施（３）

読取装置の無償貸与を予定

貸与台数等は今後調整

読取装置に対応するパソコンが必要

（読取装置１台にパソコン１台）
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研修会等の実施（４）

研修会終了後、読取データを
PECSにアップロード
注：QRコード読取機に接続するパソコン１台ごと
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研修会等の実施（５）

研修実施機関は、受講者名簿を取り出せる
（アップロード完了時）

従来の「受講者名

簿」の提出は廃止
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周知方法（予定）
都道府県薬剤師研修協議会とは、Webを利用し
て、今後３～５回の連絡会を開催

他の実施機関及び薬剤師用に、説明資料を作成

（配布方法等は今後検討）

質問はメールで受付け、まとめてQ&Aあるいは
説明資料として作成（個々への回答は行わない）

ホームページへの資料掲載
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稼働予定
PECS登録（薬剤師）

令和３年３月から先行実施の予定

研修会実施機関登録申請

時期未定ながら先行実施の予定

本稼働は令和３年９月を目途
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